
年長 ５歳児

１ 最近の幼児の姿

≪興味・関心・遊びの姿≫

○ 運動会で鉄棒，縄跳び，一輪車，登り棒の中から自分が選んだ種目に挑戦し，でき

た喜びや認めてもらえた満足感を味わった。そのことが次の意欲につながり，さらに

上達しようと取り組んでいる。また，別の種目にも新たに挑戦している幼児が半数ほ

どいる。また，トイレのスリッパ並べや絵本の部屋の片付け等，使ったものを元に戻

すことが習慣化してきた。整理できていない場合には，気付いた幼児が整理し，きれ

いなっている心地よさを感じている。

○ リレーを楽しむ中で，人数を合わせたり，チーム替えをしたりしながらルールを守

って遊ぶ楽しさを味わっている。勝ち負けにこだわる幼児もいるが，同じようなレベ

ルになるように速いもの同士がジャンケンをして分かれたり，話し合ってチームを決

。 。めたりする姿も見られるようになった チームごとに作戦をたてて競う姿も見られた

また，４，５名の幼児が中心になり，全員で踊りの振り付けを話し合って決めた。

一度決まった振り付けを，何度も変えながら楽しんでいる。

○ オシロイバナの種を割って化粧をしたり，花の種を食べ物に見立てたりしてままご

。 ， ， ，と遊びを楽しんでいる また 来年花を咲かせようと 自分の植木鉢に種を蒔いたり

持ち帰ったりする幼児もいる。

○ 楽しかったことの発表では 「竹馬が楽しかったです 「ダンゴを作ったことが楽， 。」

しかったです 」等と言っていたが 「竹馬で階段を歩けたことが～ 「大きなダン。 ， 。」

ゴを作ったことが～ 」等，内容をより具体的に言える幼児が増えてきた。。

≪テーマに関する姿≫

○ 運動会の遊戯や競技に竹バチや長い竹筒の太鼓を使ったこともあり，以前よりも竹

太鼓の音色を楽しむ幼児が増えた。どの竹太鼓も音色が違うので，自分好みの音色を

探し，自分のリズムでならしたり，好きな曲に合わせて音をならしたりする楽しさを

味わっている。

○ 好きな歌を歌ったり，ラジオカセットで音楽をかけたりしながら竹馬や縄跳び，バ

ンブーダンス等を楽しんでいる。また，竹馬や縄跳びをしている友達のリズムに合わ

せて歌ったり，友達が歌うリズムに合わせようとしたりと，お互いを意識し合いなが

ら楽しむようになってきた。



○ 集めたアサガオやオシロイバナの種，ドングリ等の木の実をペーパー芯や空き容器

に入れてマラカス等の楽器を作り，市販のマラカスや手作りの竹楽器と一緒に音の違

いを楽しんでいる。

２ 期のねらいと内容（８期 ５歳児 ９～１０月）

≪表現≫※テーマに関するものを抜粋

○ 感動したことを自分なりに表し，友達と伝え合いながら楽しむ。

・ 友達と一緒に気に入った歌を選んで歌ったり，振り付けを考えて踊りを楽しん

だりする。

・ 曲のイメージにあった楽器を選んで演奏する。



５歳児 １０月２９日（水）４ 本日の展開

ね ① 友達と考えを出し合ったり，イメージを共有したりしながら音楽遊びを楽し
ら む。
い ② 親しみのある曲に合わせていろいろな遊びを楽しむ。
① 踊り方や楽器のならし方を友達と考えながら遊ぶ。

内
容 ② ＢＧＭや自分の歌等に合わせて，竹馬やバンブーダンス，手合わせ遊び等を

する。

予想される幼児の姿：本日までの遊びの様子と教師の願い時間 一日の生活の流れ

○好きな遊びをする。13:00

おさるの・楽器遊びをする。
ジョージの

おうち・リズムに合わせて
竹馬やバンブーダン

をするス等をする。 楽器遊び
自分のリズムや音楽に合わせて楽器をならし

・歌を歌ったり，手 て楽しんでいる。友達のリズムに合わせたり，
合わせ遊びをしたり ならし方を話し合ったりしながら楽しんでほし
する。 い。

＊ ラジオカセット及びカセットテープ「崖の上の
ポニョ 「おなかのへるうた」等を準備する。」
＊ 楽器の数を調整する。
Ｔ 歌を歌ったり，ラジオカセットで音楽をかけた
り等し，友達と一緒に楽しむことができるように
する。

リズムに合わせて竹馬やバンブーダンス等をする
自分の好きな歌を歌いながら歩いたり跳んだ

。 ，りして楽しんでいる 自分のリズムだけでなく
友達が歌うリズムにも合わせながら楽しんでほ
しい。
＊ 竹馬の乗り場に使う巧技台やバンブーダンスの
竹を保育室前に出しておく。

＊ ラジオカセット及びカセットテープ「崖の上の
ポニョ 「どんぐりころころ」等を準備する。」
Ｔ リズムに乗って楽しむことができるように，

○片付ける。 ＢＧＭに合わせて歌を歌ったり，幼児が歌ってい13:40
・排泄，手洗い， る歌を一緒に歌ったりする。
うがいをする。

○集まりをする。14:00
歌を歌ったり，手合わせ遊びをしたりする・歌
歌：歌詞のイメージを膨らませながら歌うことを・手合わせ遊び 等

楽しんでいる。２グループに分け，聞き合い○絵本の読み聞かせを
ながら楽しんでほしい。聞く。

手合わせ：当番のリズムに合わせながら楽しんで「 」おおきなきがほしい

いる。ペアでお互いのリズムに合わせて楽し14:20 ○降園準備をする。
んでほしい。・手遊び

○保護者と一緒に歌 ＊ 向かい合わせて並べる。14:25
う。 Ｔ 相手がいない幼児がいれば，相手を見つける。

「 」おなかのへるうた

○降園する。14:30



保 ①② いろいろな場で，歌を歌ったり，楽器をならしたり，身体を動かしたりす

育 ることができるように，ＢＧＭを活用する。

に

あ ①② ２台の持ち運べるラジオカセットを有効に使えるよう，使っていないラジ

た オカセットは元の場に戻すように確認する。

っ

て

＊ 物的環境 Ｔ 教師の援助

砂

場

歌を歌ったり，手合わせ遊びをしたりする。

ＢＧＭやカセットテープ等，いろいろな音楽に

親しみながら，その音楽に合わせて一緒に歌った

り，手遊びをしたり等している。側にいるいろい

ろな友達と一緒に歌ったり，手合わせ遊びをした

りすることを楽しんでほしい。

＊ カセットテープ「アルプス一万尺 「しあわせならてをたたこう」等を」

置いておく。

Ｔ ＢＧＭを聞きながら，幼児と一緒に楽しむ。



３ 週案（１０／２０～１０／２２）

今 ① いろいろな楽器を使ってリズム打ちや歌を ① 自分で選んだ楽器を使って友達のリズムに合
週 楽しむ。 内 わせる 「みなさん」等。
の ① 「どんぐりころころ 「こおろぎ」の歌を歌」
ね いながら楽器を使う。
ら ② 相手のリズムに合わせて手合わせ遊びをす 容 ② 「アルプス一万尺」をする。
い る楽しさを味わう。

環 ① 楽器は竹楽器を中心にし，市販の楽器を含める機会も作る。
境 ・ 竹楽器…竹カスタネット，竹琴，竹風鈴，竹太鼓
の ・ 市販の楽器…スズ，カスタネット，タンブリン，トライアングル，ウッドブロック，フィンガー
構 シンバル，クラベス，ギロ，カウベル，シンバル
成 ① 保育室の竹琴を増やしておく。
と ① 「どんぐりころころ」はリズムに合わせて歌いながら楽器をならすようにする。
教 ① 「こおろぎ」は鳴き声の部分のみを楽器をならすようにする。
師
の ② 集まり時に，教師と１対１で「アルプス一万尺」を楽しむ機会をもつようにする。
援 ② 遊び慣れている幼児は，テンポを早くして楽しむことができるようにする。
助

日 ２０日（月） ２１日（火） ２２日（水）

○音楽を聞く。

幼 ・ で気に入った曲を聞く。 ・ ポニョ 「アイーダアイダ 「なラジオカセット 「 」 」

児 ○歌を歌う。 ろうぜ忍者」を聞きながらダンゴ

の ・ＢＧＭを聞いて歌う ・ 青い空に絵を描こう」 作りをする。。「 」 「青い空に絵を描こう

活 ○楽器を使う。

動 ・竹楽器を自分のリズムや曲に合わ ・ のリズムの真似をする。 ・猫ごっこにスズを使う。T
せてならす。 ・ みなさん」友達が真似し易いよ「

竹カスタネット，竹琴，竹風鈴，竹太鼓 竹カスタネット，竹琴，竹風鈴，竹太鼓・ みなさん」 うにたたく。「

かさぶたくん もりのなか またもりへ絵本

こおろぎ，まつぼっくり，おなかのへるうた，アルプス一万尺 こおろぎ，まつぼっくり，おなかのへるうた，アルプス一万尺 こおろぎ，まつぼっくり，おなかのへるうた，アルプス一万尺歌

○登園後，Ａ児が竹太鼓を２拍のリズ ○「おさるのジョージのおうち」の前 ○Ｆ児が「ポニョを聞きたい 」とラ。

ムでならし，音色を聞いて楽しんで でＴが竹太鼓をたたいていると，Ａ ジオカセットを保育室から持ってき

いた。Ｔが一緒にならし，他児とな 児，Ｆ児，Ｇ児，Ｈ児も加わって一 て「ポニョ」と「青い空に絵を描こ

らすように促せば，より楽しめたか 緒にたたく。Ｔが“ う」を聞く。Ｔも一緒に歌うと，よタンタン タンタン タン

も知れない。Ａ児は「みなさん」で ”のリズムでならすと，そ り大きな声で歌う。側でダンゴ作りタン タン

， 。も竹太鼓を選ぶ。 れを真似て一緒に楽しんだ。４人で をしていたＪ児は 聞きながら作る

反 ○新しいカセットテープ入れを戸外に リズムを合わせるように促したが難 Ｔと目が合うと，笑顔を見せていた

もって行っていいことを話すと，Ｂ しかった 今後も機会を作っていく ので，聞く心地よさを味わっていた。 。

省 児，Ｃ児がそれぞれにラジオカセッ ○Ｆ児，Ｈ児，Ｉ児が「ポニョ 「ア のだろう。」

トをもって喜んで戸外へ行く 「ポ イーダアイダ」を踊る 「ポニョ」 ○Ｄ児，Ｋ児，Ｌ児が「おさるのジョ。 。

・ ニョ 「青い空に絵を描こう」等を の振りはＦ児が姉から教えてもらっ ージのおうち」で猫ごっこをする。」

聞いたり，歌ったりと二人で楽しん たようである。クラスで披露する機 それぞれにスズを持ち，走る時のス

考 でいたので，Ｔも一緒に歌うと，Ｄ 会を作りたい。 ズの音を聞いて，猫のイメージを膨

児 Ｅ児も砂遊びをしながら歌った ○６，７名の男児が，年中Ｔに「気分 らませていたようである。， 。

察 遊んでいる場が違っても歌う楽しさ はメリーゴーランド」の踊りを見せ ○降園前の集まり時に，準備ができた

。 ， ， ， 「 」 ，を共有できている。 る さらに 竹カスタネット スズ 順に アルプス一万尺 を始めると

○Ｔが「ぼくらはみんな」と歌いだす タンブリンを持って楽器をならしな 全員がいつもより早く降園準備を終

。 ， 「 ， 」 。 「 」とＦ児が「生きている」と歌う。そ がら踊る Ｂ児は 次は スズ！ える どの幼児も アルプス一万尺

の後，最後まで分担唱を楽しんだ。 次はカスタネット 等と指示する を楽しむようになってきている。今「 」 。

Ｆ児は，Ｔがどこまで歌うかタイミ 持っている楽器ごとに分かれて踊り 後も繰り返し楽しんでいきたい。

ングを計りながら歌っていた。 たかったようである。




